
全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合

会
は
令
和
２
年
６
月
12
日
、

Ｗ
e
b
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
で
第
42
回
定
時
総
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
理
事
８
人
、

監
事
２
人
の
合
計
10
人
。

安
藤
宏
行
副
会
長
の
開
会
の

辞
で
始
ま
り
、
清
水
雄
一
郎
会

長
が
「
本
日
の
定
時
総
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ

会
議
と
い
う
初
の
試
み
と
な
る

が
、
皆
様
か
ら
活
発
な
議
論
を

進
め
て
い
た
だ
き
有
意
義
な
総

会
と
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

次
い
で
清
水
会
長
が
議
長
と
な

り
「
令
和
元
年
度
事
業
報
告
書

及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の

件
」「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
並
び
に
経
費
の
賦
課

及
び
徴
収
方
法
の
決
定
の
件
」

「
全
日
本
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
活
動
推

　
　
　
全
日
本一般
缶
工
業
団
体
連
合
会 

第
42
回
定
時
総
会

　
初
の
W
e
b
活
用
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

　 「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
」は
今
秋
に
開
催
決
定

令和２年度のわが国経済は、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛や買い
控えなどで４月の国内消費が比較可能な平成13年以降で最大の下げ幅を示すなど、
先行きの景気に暗雲が漂い、大幅なマイナス成長となることが予測される。

一般缶業界においては、令和２年４月の生産実績が平成20年のリーマンショック
以来12年ぶりとなる前年同月比80％台に落ち込んでいることから、本年度はかつて
ない深刻な事態に直面する恐れがある。

このような状況を踏まえ、本年度の連合会事業は新型コロナウイルス感染の推移を
見極めながら進めていく。

一般缶ＰＲ事業では、可能な範囲内で学校教育との連携を図り、一般缶ＤＶＤ『人の
技と夢が詰まった一般缶』の普及に努める。展示会によるＰＲでは、持続可能な社会の
実現に向けた環境展「エコプロ２０２０」にスチール缶リサイクル協会、全国十八リッ
トル缶工業組合連合会と共同出展し、リサイクルの優等生である一般缶の環境特性を
３Ｒの面から一般消費者等にアピールする。また、スチール缶のリサイクルをより円
滑に進めるために本連合会が自主制定している「一般缶材質表示マーク」の使用に関
するマニュアル改正については、平成30年７月から実情に即した見直し作業を進め
てきたが、本年度中の理事会で最終的な改正を行う。ホームページによる広報では、
所属員会社への利便性向上と情報共有を図るため、「組合員専用ページ」欄を開設する。
これにより所属員会社はユーザー名とパスワードでこのページを閲覧できるように
なる。

教育情報事業では、令和２年７月３日に予定した「一般缶イノベーションフォーラム」
は新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止する。令和３年新年賀詞交歓会
は世界貿易センタービルの閉館に伴い会場を「浜松町東京會舘」から「フォレストテラ
ス明治神宮」に移し開催する。情報提供事業として「一般缶連合会ニュース」を２回発
行するとともに、一般缶業界に関連した情報を適宜収集し、提供する。

このほか、調査研究事業では「景気動向等アンケート」及び「一般缶鉄鋼月報」の取り
まとめを従来どおり行い、業界動向の把握に努める。

令和２年度事業方針

進
協
議
会
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
た
。
ま
た「
そ
の
他
の
件
」で
、

令
和
２
年
７
月
３
日
に
開
催
予
定

で
あ
っ
た
「
一
般
缶
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
２
０
」

が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
令
和
２
年
５
月
29

日
に
中
止
決
定
さ
れ
た
こ
と
に
関

し
、
最
上
裕
光
担
当
委
員
長
か
ら

今
秋
を
め
ど
に
Ｗ
e
b
を
活
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
提
案
が
出

さ
れ
た
。
討
議
の
結
果
、
全
会
一

致
で
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
廣
濵
泰
久
副
会
長
が

「
今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
初
の
総
会
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ

か
ら
先
、
平
時
に
戻
っ
て
も
こ
れ

を
併
用
し
な
が
ら
連
合
会
活
動
を

よ
り
活
発
化
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
」
と
閉
会
の
辞
を
述
べ

終
了
し
た
。
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会員組合通常総会報告
東
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
２
年
５
月

14
日
、
東
京
・
台
東
区
の
組
合
事
務
所
で
第
42
回
通

常
総
会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
人
と
接
触
す
る
機

会
を
で
き
る
限
り
避
け
る
た
め
正
副
理
事
長
会
社

（
３
社
）
の
み
本
人
出
席
と
し
他
の
組
合
員
は
書
面

議
決
（
30
社
）
の
形
で
行
わ
れ
た
。

は
じ
め
に
野
口
雅
春
事
務
局
長
が
開
会
を
宣
し
、

廣
濵
泰
久
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
議

案
の
審
議
に
入
っ
た
。
第
１
号
議
案
「
令
和
元
年
度

事
業
報
告
書
及
び
決
算
関
係
書
類
承
認
の
件
」、
第

２
号
議
案
「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
並

び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
決
定
の
件
」、
第

３
号
議
案
「
令
和
２
年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限
度

決
定
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、い
ず
れ
も
賛
成
多
数
（
書

面
出
席
を
含
む
）
で
可
決
承
認
さ
れ
た
。
最
上
裕
光

副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

西
日
本一般
缶
工
業
協
同
組
合

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
２
年
５

月
21
日
、
組
合
事
務
所
で
第
52
期
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。
出
席
者
は
委
任
状
を
含
め
13
人
。
清
水

雄
一
郎
理
事
長
が
挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り

「
２
０
１
９
年
度
事
業
並
び
に
決
算
報
告
書
の
承
認

の
件
」「
令
和
２
年
度
予
算
案
並
び
に
事
業
計
画
承

認
の
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可

決
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
「
役
員
選
任
の
件
」
で
は
、

理
事
１
人
の
辞
任
に
伴
う
補
充
選
挙
が
行
わ
れ
、
明

和
金
属
工
業
㈱
代
表
取
締
役
の
渋
谷
剛
志
氏
が
満

場
一
致
で
選
任
さ
れ
た
。

馬
場
康
之
副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了

し
た
。

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合
は
令
和
２
年
５
月
28

日
、
名
古
屋
市
中
村
区
・
O
K
B
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ

ラ
ザ
で
第
70
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
出
席
者

は
委
任
状
を
含
め
８
人
。

事
務
局
が
開
会
を
宣
し
、
安
藤
宏
行
理
事
長
が

挨
拶
し
た
の
ち
議
長
と
な
り
「
平
成
31
年
度
事
業

報
告
・
収
支
決
算
報
告
及
び
剰
余
金
処
分
（
案
）
の

件
」「
令
和
２
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支
予

算
（
案
）
の
承
認
に
関
す
る
件
」
が
上
程
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。
石
川
博
章

副
理
事
長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
終
了
し
た
。

コロナ禍での東日本組合総会シーン

エコプロ２０２０は環境への関心の高い一般消
費者やビジネスパーソン、行政・自治体など環境
を取り巻く多様なステークホルダーが一堂に集い、

「持続可能な社会の実現に向けて」をテーマに掲げ、
社会課題の解決を目指す展示会です。

全日本一般缶工業団体連合会は昨年に引き続き
スチール缶リサイクル協会、全国十八リットル缶
工業組合連合会と共同出展します。この時代、さ
まざまな容器包装材がある中で、リサイクル率が
90％超の一般缶（スチール缶）は循環型社会の優
等生であることを広くＰＲします。エコプロ２０１９出展ブースの様子

全日本一般缶工業団体連合会

会 期

令和２年11月26日(木)・27日(金)・28日(土) 
10:00～17:00

今年も
エコプロ2020に

出展します!
会 場

東京ビッグサイト西ホール

一般缶連合会ニュース／第133号（令和2年7月30日）2



東日本一般缶工業協同組合第２回理事会

西日本一般缶工業協同組合は令和２年６月 10
日、第１回役員ＺＯＯＭミーティングを開催した。

始めに、新型コロナウイルス感染拡大の状況下
での缶需要の現状について、各役員から会社の売
上等の現状が報告された。
〇売上はコロナの影響で４月よりも５月が大きく

落ちている。６月に入り少し上向いているが、
コロナ以前には戻っていない。

〇大阪のＵＳＪ、デパート等は一時休業から再開
し自粛解除となったが、特にデパートは顧客が
平常に戻っていない状態で大変厳しい。

〇緊急事態宣言は解除されたが、缶需要はすぐに
は回復されず、元に戻るには秋口から来年の春
以降になるのではないか。

〇需要が戻るには、全体の人の動きがない限り、
かなり時間がかかる。

〇塗料関係では巣ごもりで使う物の需要があり、
化学は余り影響がない。

〇現状では、まだ先が見えないが、仕事は徐々に
増やしていかなければならない。

〇インバウンド需要の影響はあると思うが、どの
程度か把握できない。

〇テレワークを一部行っている。
〇鋼材や副資材等の値上げの話は若干来ているが、

少し先になると思われる。
次いで、今後の新型コロナウイルス感染拡大が
終息していく過程で、新しい方向性への取組と
労働環境について報告された。

〇今後、人の動きで商品の売上が増えることを考
えても、現状ではデパート等に顧客は戻らない
と思うので、自社の販売方法等をかえていく（通
販等）方向も必要である。

〇一般缶をどのようにＰＲするか、新しい企画を
考えていかなければならない。

〇工場等でのマスク着用を義務付けているが、こ
れから暑い夏に向うことで熱中症にも気を付け
なければならない。
このほか、新型コロナウイルスの感染拡大に伴

う各種給付金、助成金、融資の問題等について報
告された。

西日本一般缶工業協同組合
第1回役員ZOOMミーティング

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
２

年
６
月
１
日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
第
２
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

議
題
は
「
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
」。

冒
頭
、
廣
濵
泰
久
理
事
長
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
世
の
中
そ

の
も
の
が
今
ま
で
と
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
き

た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
一
般
缶
組
合
も
こ
れ
ま

で
と
は
違
う
組
合
の
在
り
方
や
活
動
を
考
え

る
べ
き
だ
と
強
く
感
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
皆
さ
ん
と
す
り
合
わ
せ
て

い
か
な
い
と
何
も
動
き
出
す
こ
と
が
で
き
な

い
」
と
語
り
、
続
い
て
「
当
組
合
は
以
前
か

ら
大
き
く
３
つ
の
活
動
の
柱
を
設
け
て
い

る
。
１
つ
目
は
『
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
』。
そ
の
主
体

は
連
合
会
だ
が
、
当
組
合
は
そ
の
中
心
的
な

役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
２
つ
目
は
『
学
び
の
場
の
提
供
』。
Ｗ
ｅ

ｂ
を
う
ま
く
使
え
ば
今
ま
で
よ
り
も
気
軽
に

学
び
の
企
画
が
で
き
る
。
３
つ
目
は
『
情
報

の
提
供
』。
組
合
は
行
政
か
ら
の
情
報
の
窓
口

に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
役
割
は
大
き
い
。
最

近
で
は
コ
ロ
ナ
関
連
の
情
報
が
多
く
入
っ
て

い
る
の
で
、
今
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い

く
。
そ
の
ほ
か
、
ゴ
ル
フ
の
Ｃ
Ｐ
Ｓ
Ｍ
会
や

優
良
従
業
員
表
彰
を
行
っ
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

こ
の
あ
と
、
①
優
良
従
業
員
表
彰
②
Ｃ
Ｐ

Ｓ
Ｍ
会
③
情
報
の
提
供
④
一
般
缶
Ｐ
Ｒ
⑤
学
び

の
場
の
提
供
に
関
し
、
出
席
者
と
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
最
後
に
廣
濵
理
事
長
は
「
皆
さ
ん
か

ら
貴
重
な
意
見
を
頂
き
、
今
ま
で
と
は
違
う

組
合
活
動
の
在
り
方
な
ど
が
検
討
で
き
た
。

今
後
も
必
要
に
応
じ
て
Ｗ
ｅ
ｂ
理
事
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

西日本一般缶工業協同組合は令和２年５月 11
日、三役ＺＯＯＭミーティングを開催した。

清水雄一郎理事長は「皆さん、ご無沙汰して
います。新型コロナウイルスの感染拡大で一般
缶組合の日々の顔を合せての会合ができなかっ
たが、今後は今回のようなＺＯＯＭミーティン
グの形で行うことになると思う」と挨拶した。

ミーティングでは、（１）新型コロナ状況下で
の缶需要の現状について「ディズニー、ＵＳＪ、
デパート等が休園、自粛等をしているので大変
厳し状況である」「需要が戻るには、自粛が解除
されても、かなり時間がかかる」「売上は３月よ
りも４月の方が大きく落ちている」「塗料関係で
は巣ごもりで使う物の需要があり、化学はあま
り影響がない」「現状では先が見えない状態であ
るが、仕事は、徐々にやって行かなければなら
ない」「ロボット等による自動化については、追
い風である」「通販等新しい企画も考えていかな
ければいけない」「休業等各種の助成金の申請も
行っていきたい」「在宅勤務を一部行っている」
等が話し合われた。（２）６月以降の行事等の対
応について「今後の役員会・合同部会は、でき
る限り今回のようなＺＯＯＭミーティングで開
催していきたい」「連合会との会合もこのような
形での連携を取っていきたい」

西日本一般缶工業協同組合
三役ZOOMミーティング

コロナ禍での西日本組合三役ZOOMミーティングの様子

東西で初のWeb会議

一般缶連合会ニュース／第133号（令和2年7月30日）3



明治座の式場で記念撮影

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合
は
令
和
２
年
１

月
29
日
、
東
京
・
中
央
区
日
本
橋
浜
町
の
明
治
座

で
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催
し
た
。
表
彰
式
は

組
合
創
立
以
来
毎
年
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は

40
回
の
節
目
で
組
合
員
各
社
か
ら
推
薦
さ
れ
た
６

人
が
受
賞
し
た
。

来
賓
と
し
て
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
産

業
部
の
戸
川
哲
宏
製
造
産
業
課
長
、
東
京
都
中
小

企
業
団
体
中
央
会
の
小
林
仁
志
専
務
理
事
、
同
中

央
会
の
伊
東
忠
雄
参
事
が
出
席
し
た
。

表
彰
式
は
神
宮
善
太
郎
運
営
委
員
長
の
司
会
で

進
行
。
竹
内
雅
夫
副
理
事
長
が
開
会
の
辞
を
述
べ

た
あ
と
、挨
拶
に
立
っ
た
廣
濵
泰
久
理
事
長
は「
本

日
は
表
彰
さ
れ
て
『
お
め
で
と
う
』
だ
け
で
は
な

く
、
む
し
ろ
私
共
か
ら
『
あ
り
が
と
う
』
と
申
し

上
げ
た
い
。
我
々
の
業
界
を
支
え
て
下
さ
っ
て
い

る
の
は
皆
様
方
ひ
と
り
一
人
の
力
で
あ
る
と
感
じ

て
い
る
か
ら
で
す
。
社
員
ひ
と
り
一
人
が
誇
り
を

持
っ
て
毎
日
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が

会
社
ひ
い
て
は
一
般
缶
業
界
を
支
え
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
き
ょ
う
表
彰
さ
れ
た
皆
様
方
は
そ

の
代
表
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
意
味
で
心
か
ら『
あ

り
が
と
う
』
と
『
お
め
で
と
う
』
を
申
し
上
げ
た

い
」
と
ね
ぎ
ら
い
と
感
謝
の
言
葉
を
添
え
た
。

続
い
て
廣
濵
理
事
長
か
ら
受
賞
者
一
人
ひ
と
り

に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
者
を
代

表
し
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
技
術
開
発
部
次

長
の
太
田
浩
二
氏
が
謝
辞
を
述
べ
た
。
こ

の
あ
と
関
東
経
済
産
業
局
の
戸
川
製
造
産

業
課
長
、
東
京
中
央
会
の
小
林
専
務
理
事

か
ら
祝
辞
が
あ
っ
た
。
最
上
裕
光
副
理
事

長
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
記
念
撮
影
の
の

ち
表
彰
式
は
終
了
。
休
憩
の
あ
と
受
賞
者

は
明
治
座
公
演
「
福
田
こ
う
へ
い
コ
ン

サ
ー
ト
2
0
2
0
」
を
楽
し
ん
だ
。

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

　
優
良
従
業
員
６
人
が
栄
え
あ
る
理
事
長
表
彰
を
受
賞

第
40
回
優
良
従
業
員
表
彰
式
を
開
催

受
賞
者
は
以
下
の
通
り
。（
敬
称
略
）

太
田
浩
二
（
金
方
堂
松
本
工
業
㈱
）

新
井
康
之
（
同
社
）

薮
内
香
織
（
同
社
）

塩
田
祐
輔
（
㈱
ヒ
ロ
ハ
マ
）

石
井
勝
也
（
同
社
）

矢
野
裕
明
（
水
戸
部
製
缶
㈱
）

受
賞
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
喜
び
の
声

勤
続
12
年
目
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事
を

評
価
し
て
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す

受
賞
を
機
に
今
後
の
仕
事
へ
の
励
み

に
な
り
ま
し
た

受
賞
に
恥
じ
な
い
よ
う
、
日
々
業
務

遂
行
に
努
め
ま
す

受
賞
の
喜
び
を
得
ら
れ
た
の
は
上

司
、
先
輩
の
ご
指
導
と
良
き
同
僚
に

恵
ま
れ
た
お
か
げ
で
す

こ
れ
か
ら
も
今
以
上
に
精
進
し
て
い

き
た
い

今
回
の
受
賞
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
仕
事
に
専
念
し
ま
す

廣濵理事長に代表して謝辞を述べる太田浩二氏

一般缶連合会ニュース／第133号（令和2年7月30日）4



見方』などに焦点を当てて定期的に『理事長通信』
という形で発信していきたい」という。

組合活動についての広報と組合に関しての理解を
深めてもらうと同時に相互研鑽することに対して一
定の寄与ができるものと期待される。Ａ４判１ページ
程度の分量で月１回のペースで発信しており、令和
２年７月で発行満１周年を迎えた。

東日本一般缶工業協同組合は廣濵泰久理事長が自
ら執筆する『理事長通信』を令和元年８月から組合
員に向け発信している。廣濵理事長によれば「一般
の組合員からすると『組合は何をやっているのか、
なかなか伝わりにくい』という話をよく耳にする。
だから、例えば『組合や一般缶業界の果たす役割と
機能』『経営者の責任』『自らの課題』『社員に対する

東日本一般缶工業協同組合

組合員に向け『理事長通信』を
毎月発行

緊急事態宣言発令中に発行された第10号理事長通信の記念すべき第１号

 

No.1 

令和元年 8 月発行 
東日本一般缶工業協同組合 

ささるる 66 月月 1122 日日のの東東日日本本一一般般缶缶工工業業協協同同組組合合理理事事会会ににてて、、理理事事長長をを引引きき続続きき拝拝命命いい
たただだいいたた廣廣濵濵でですす。。ここれれかかららのの任任期期 22 年年間間、、よよろろししくくおお願願いい致致ししまますす。。  
  ささてて、、ここのの任任期期中中、、「「組組合合のの活活動動状状況況」」ととかか、、そそももそそもものの「「協協同同組組合合のの目目的的」」そそししてて
自自分分自自身身のの考考ええるる「「事事業業・・組組合合活活動動でで大大切切ににししたたいいこことと」」ななどどをを発発信信ししてていいききたたいいとと存存
じじまますす。。  
  組組合合員員のの皆皆様様方方ににはは、、おお気気軽軽ににおお読読みみいいたただだけけれればば幸幸いいでですす。。第第一一回回目目のの今今回回はは
「「協協同同組組合合にに集集うう意意義義」」ににつついいててでですす。。  

 

昨年、「一般缶業界再生への道」と題した課

題解決プロジェクト支援事業成果報告書が出さ

れました。その中で明治大学の森下教授が記述

された「自助努力と相互扶助の精神を取り戻せ」

という項目が、自分の中では大きく響いていま

す。 

 曰く「組合の定款にある『組合は組合員の

相互
、、

扶助
、、

の
、

精神
、、

に基づき、組合員のために必要

な共同事業を行い、組合員の自主的
、、、

な経済活

動を促進し、その経済的地位の向上を図る』は、

どの組合にもある一文である。」とあり、さらに

「（サミュエル・スマイルズ、二宮尊徳、Ｄ ・カ

ーネギーなどの）賢者が教えるところの意図は、

自己中心主義の生き方や経営は必ず失敗へ繋

がる原因となっており、逆に共存・共栄による他

者との信頼と協力関係を重視した生き方や経営

こそ、成功の近道であるということである。まさに

『自助努力と相互扶助の精神』の実践なのであ

る。」とのことでした。 

私自身も一般缶組合に関わってずいぶん長く 

なりますが「これって本当だな」とつくづく感じ

ています。担当してきたこととしますと、エコロジ

ー・Ｐ Ｒ の関係が多いですが、取り組んできた

「優 CAN レポート」にしても「オリジナルクッキ

ー缶」の事業にしても、大きな負担になったとい

う感覚はありません。むしろ、自分が主体的に関

わったことで、純粋な達成感すら感じることが出

来ています（勝手に思っているだけですが）。 

「組合に加入さえしていれば、誰かがメリットを

差し出してくれるという訳ではない」というのも

事実ですが、「組合に関わることで自己を発揮す

ることが出来る」「若干でも業界に貢献できる」

「いろいろな情報を得る機会が格段に増える」

こともまた事実。せっかく加入している一般缶組

合ですので、皆さん十二分に活用して下さい

ね！  

協協同同組組合合にに集集うう意意義義／／十十二二分分にに活活用用をを  

 

No.10 

令令和和２２年年５５月月発発行行  
東東日日本本一一般般缶缶工工業業協協同同組組合合  

新型コロナウイルス感染症拡大の影響が、国

民生活や企業経営に広がっています。一般缶業

界においても、外出自粛や休業要請等の影響

で、すでにきわめて大きな打撃を受けている分

野もありますし、今後においても、日本だけでな

く世界中で受けている打撃の大きさから、長く経

済が低迷することは間違いないともいわれてい

ます。今回はこの「コロナショック」に対してどう

立ち向かうべきなのか、皆さんすでに取り組み中かと

は存じますが、一緒に考えてみたいと思います。 

(１) 感染者を出さない 

とにかく今は「感染者を出さないこと」に全力

投球するとき。社内で感染者が出ますと、消毒

等の関係で「一時操業停止」となり、供給責任

も果たせなくなります。 

在宅勤務・時差出勤・三密の回避・公共交通

機関の使用回避・出張禁止・会議の制限・事務

机の配置変更・間仕切り・車通勤奨励・妊娠し

ている方の特別休暇等々、それぞれの企業・就

業形態によって対応は変わってくるかと存じま

すが、できることは何でもやるぐらいの勢いで取

り組む必要がありますし、実際に取り組んでいた

だいていることと思います。 

社内的に、どれほどの対策を立てても、休日

等における行動は社員の皆さん全員の自覚に

委ねられます。ご家族の感染防止も含めて、お

互いに高い意識を持つように働きかけしましょ

う。 

 

(２) 資金手当と助成金等全面活用 

急激に売り上げが減少する事態に備えて、と

にかく資金を潤沢に持っておくことが必要です。

今、特に問題はなくても、これからどんな状況

になるかは誰にも分かりませんので、大恐慌も

想定しての資金確保を今からしておきたいもの

です。 

すでに資金的に厳しくなってきている場合も

あるかと思いますが、現在様々な資金調達や

納税猶予・持続化給付金等様々な施策が展開

されていますので、それらを活用しない手はあ

りません。一般缶組合は、行政の窓口となって

いますので、そうした施策がどのように展開さ

れているかの情報の宝庫です。是非、存分にご

活用いただければ幸いです。 

(３) 経営計画見直し検討 

このコロナ危機が終息して日常生活が戻っ

てくるのがいつになるのか、誰にもわかりませ

んし、経済的な落ち込みがどこまで深く長いの

かも誰にもわかりません。想定できる最悪のケ

ースも想定して、対応策を検討しておく必要が

あります。 

売り上げ・利益がどこまで落ち込むのか、キ

ャッシュフローはどうなるのか、それに対して取

れる手段としては、どんなことが考えられるの

か。雇用調整助成金を活用するにしても、誰を

どんな形で休業させるのか等、いろいろなこと

をあらかじめ検討しておきましょう。 

 

 「「ココロロナナシショョッックク」」にに立立ちち向向かかおおうう！！  

一般缶連合会ニュース／第133号（令和2年7月30日）5



東
京
都
錻
力
地
金
商
業

協
同
組
合

理
事
長  

松 

苗 

昭 

文

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
大
伝
馬
町
一
─
七

電　

話 

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
六
三
）八
三
五
八

全
日
本
金
属
印
刷
工
業

協
同
組
合
連
合
会

会
　
長  

中 

田 

正 

和

東
京
都
墨
田
区
業
平
一
─
二
─
六

本
所
ビ
ル
二
階

電　

話 

〇
三（
三
六
二
六
）二
四
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
六
）二
五
〇
二

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
─
一
八
─
一

大
崎
フ
ォ
レ
ス
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

電　

話 

〇
三（
四
五
三
一
）六
八
六
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
二
八
〇
）八
一
六
〇

東
洋
鋼
鈑
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

田 

辺 

敏 

幸

東
京
都
千
代
田
区
内
幸
町
二
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
五
九
七
）三
一
一
一

Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

北 

野 

嘉 

久

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
─
六
─
一

電　

話 

〇
三（
六
八
六
七
）四
一
一
一

日
本
製
鉄
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

橋 
本 
英 
二

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）

東
京
都
台
東
区
東
上
野
一
─
二
八
─
一
二

電　

話 

〇
三（
三
八
三
一
）一
一
九
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
三
一
）七
一
四
四

金
方
堂
松
本
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

竹 

内 

雅 

夫

東
京
都
墨
田
区
石
原
二
─
二
八
─
一
一

電　

話 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
五
）一
六
八
八

株
式
会
社 

ヒ 

ロ 

ハ 

マ

代
表
取
締
役
社
長  

廣 

濵 

庄 

一 

郎

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

中
部
製
罐
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

安 

藤 
宏 
行

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
神
橋
二
─
四
─
一
七

  
千
代
田
第
一
ビ
ル

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）一
九
六
七

西
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

東
日
本
一
般
缶
工
業
協
同
組
合

理
事
長  

廣 

濵 

泰 

久

東
京
都
台
東
区
浅
草
橋
五
─
四
─
五

ハ
シ
モ
ト
ビ
ル
五
〇
二

電　

話 

〇
三（
五
八
〇
九
）三
一
三
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
四
）〇
九
一
一

全
日
本
一
般
缶
工
業
団
体
連
合
会

会
　
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

大
阪
府
東
大
阪
市
岩
田
町
二
─
三
─
二
八

電　

話 

〇
六（
六
七
二
三
）五
五
四
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
二
五
）三
四
七
〇

大
阪
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

清 

水 

雄 

一 

郎

東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町

一
─
一
三
─
一

電　

話 

〇
三（
三
八
六
六
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
六
六
）二
三
八
八

水
戸
部
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  
水 

戸 

部 

伸 

寿

茨
城
県
守
谷
市
百
合
ヶ
丘二

─
四
八
〇
七

電　

話 

〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
二
九
七（
四
八
）二
五
五
二

杉
浦
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

杉 

浦 

由 

記 

夫

千
葉
県
野
田
市
上
三
ヶ
尾
二
六
一

電　

話 

〇
四（
七
一
二
五
）一
二
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四（
七
一
二
五
）三
六
三
七

株
式
会
社
神
宮
製
作
所

代
表
取
締
役  

神 

宮 

芳 

次 

郎

茨
城
県
つ
く
ば
市
緑
ヶ
原
四
─
六

電　

話 

〇
二
九（
八
四
七
）七
二
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九（
八
四
七
）六
七
七
九

エ
ヌ
エ
ス
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

則 

彦

東
京
都
江
戸
川
区
平
井
五
─
四
六
─
九

電　

話 

〇
三（
三
六
一
二
）四
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
一
七
）五
〇
三
四

江
戸
川
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

加 

島 

　
裕

奈
良
県
天
理
市
永
原
町
五
五

電　

話 
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
四
三（
六
七
）三
一
四
一

新
高
垣
製
缶
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

髙 

垣 

悦 

夫

大
阪
府
堺
市
堺
区
南
島
町
三
丁
一
三
一

電　

話 

〇
七
二（
二
二
三
）八
一
二
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
二
三
）八
一
四
〇

下
宮
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

下 

宮 

正 

裕

京
都
府
綴
喜
郡
井
手
町
大
字
多
賀

小
字
西
松
ヶ
花
一

電　

話 

〇
七
七
四（
八
二
）二
〇
七
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
七
四（
八
二
）四
三
二
四

奥
村
製
鑵
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

奥 

村 

清 

司

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北

一
─
七
─
三
八

電　

話 

〇
六（
六
九
六
八
）六
七
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
二
）三
二
五
八

江
戸
川
製
罐
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渡 

邊 

靜 

雄

大
阪
府
大
阪
市
淀
川
区
加
島

四
─
一
〇
─
四
四

電　

話 

〇
六（
六
三
〇
九
）四
〇
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
〇
一
）二
一
〇
〇

株
式
会
社 

ゼ 

ン 

ユ 

ー

代
表
取
締
役
社
長  

砂 

川 

秀 

樹

大
阪
府
高
石
市
高
砂
三
─
二
四

電　

話 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
七
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
六
八
）〇
七
八
二

生
野
金
属
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

小 

西 

康 

晴

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
〇

電　

話 

〇
七
二（
九
四
八
）〇
五
五
八

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
九
四
八
）二
八
五
五

有
限
会
社
山
野
初
製
缶
所

代
表
取
締
役  

木 

下 

光 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
大
淀
中

五
─
一
一
─
二
四

電　

話 

〇
六（
六
四
五
一
）五
一
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
四
五
一
）〇
八
二
一

山
雄
製
缶
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

山 

本 

浩 

之

大
阪
府
高
石
市
取
石
七
─
五
─
一
六

電　

話 

〇
七
二（
二
七
四
）一
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
二
七
一
）六
三
六
五

明
和
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

渋 

谷 

剛 

志

大
阪
府
豊
中
市
豊
南
町
西
四
─
七
─
二
〇

電　

話 

〇
六（
六
三
三
二
）〇
二
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
三
四
）〇
二
五
五

三
国
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

板 

垣
　
毅

大
阪
府
大
東
市
御
領
三
─
五
─
二
〇

電　

話 

〇
七
二（
八
七
四
）〇
九
七
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
二（
八
七
五
）四
二
五
二

日
西
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

矢 

谷 

満 

里 

子

広
島
県
東
広
島
市
志
和
町
冠一一

六
五
─
二

電　

話 

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
八
二（
四
三
三
）五
四
五
三

光
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

田 

龍 

一
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東
京
都
千
代
田
区
神
田
和
泉
町
一
─
七
一

電　

話 

〇
三（
五
六
八
七
）五
九
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
八
七
）六
一
五
五

中
村
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

中 

村 

　
定

東
京
都
墨
田
区
太
平
四
─
五
─
一
五

電　

話 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
七
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
六
一
一
）七
七
六
〇

富　
　
　

安　

 

株
式
会
社

代
表
取
締
役  

田 

川 

正 

之

東
京
都
墨
田
区
本
所
一
─
二
─
三

電　

話 

〇
三（
三
六
二
三
）一
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
二
）六
二
六
四

高
野
興
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

高 

野 

康 

弘

愛
知
県
岡
崎
市
宮
地
町
字
郷
東
三
九

電　

話 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
四（
五
一
）一
五
六
三

日
東
製
罐
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

安 

藤 

宏 

行

株
式
会
社

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
金
属
工
場

代
表
取
締
役  

岩 
橋 
　
徹

大
阪
府
大
阪
市
鶴
見
区
今
津
中

二
─
四
─
三
四

電　

話 

〇
六（
六
九
六
三
）〇
四
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
九
六
八
）二
二
九
八

暑
中
お
見
舞

暑
中
お
見
舞

申
し
上
げ
ま
す

申
し
上
げ
ま
す

（
順
不
同
）

千
葉
県
船
橋
市
小
野
田
町
一
五
一
二
─
三

電　

話 

〇
四
七（
四
五
七
）五
四
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
四
五
七
）七
二
三
八

東
都
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菅 

谷 

誠 

一

茨
城
県
稲
敷
郡
河
内
町
長
竿冨田

四
四
六
二

電　

話 

〇
二
九
七（
八
六
）二
二
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九
七（
八
六
）二
四
二
〇

大
成
ブ
リ
キ
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

中 

田 

正 

和

千
葉
県
市
川
市
塩
浜
一
─
一
四

電　

話 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
一
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
七（
三
〇
六
）〇
二
四
九

株
式
会
社 

Ｍ 

Ｏ 
Ｂ 
Ｙ

代
表
取
締
役  

宮 

内 
　
太

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
二
）八
三
七
五

エ
イ
コ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

菊 

井 

　
治

東
京
都
葛
飾
区
亀
有
五
─
四
八
─
一
五

電　

話 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
三
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
二
〇
）八
〇
六
〇

ス
チ
ー
ル
リ
ー
フ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

茂 

木 

孝 

之

埼
玉
県
越
谷
市
新
川
町
一
─
一
四
五

電　

話 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
〇
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
八
七
）〇
七
三
〇

明
邦
鋼
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

窪 

島 

孝 

行

埼
玉
県
川
口
市
東
領
家
四
─
七
─
一

電　

話 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
七

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
二
九
一
）九
〇
九
八

新
里
機
工
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

金 

澤 

幸 

一

埼
玉
県
八
潮
市
大
曽
根
一
二
八
九

電　

話 

〇
四
八（
九
九
六
）〇
〇
三
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
九
六
）二
七
二
七

株
式
会
社
池
上
金
属
印
刷

代
表
取
締
役  
小 

川 

千 

枝 

子

千
葉
県
松
戸
市
上
本
郷
八
一

電　

話 

〇
四
七（
三
六
二
）〇
一
三
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
四
七（
三
六
二
）八
七
一
五

株
式
会
社
江
連
金
属
印
刷
所

代
表
取
締
役  

江 

連 

　
一

株
式
会
社

城
北
錻
力
印
刷
工
業
所

代
表
取
締
役  

竹 

腰 

忠 

臣

千
葉
県
野
田
市
木
間
ヶ
瀬
二
五
〇
一
─
一

電　

話 

〇
四（
七
一
九
八
）二
六
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四（
七
一
九
八
）二
七
七
九

埼
玉
県
三
郷
市
彦
川
戸
一
─
三
八
─
六

電　

話 

〇
四
八（
九
五
三
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
五
三
）五
四
二
一

二
橋
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

二 

橋 

英 

之

埼
玉
県
草
加
市
苗
塚
町
五
七
七

電　

話 

〇
四
八（
九
二
五
）一
五
八
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
八（
九
二
八
）二
六
二
〇

富
安
金
属
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

菊 

井 

　
治

大
阪
府
八
尾
市
太
田
七
─
一
六

電　

話 
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
一
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 
〇
七
二（
九
四
九
）六
七
五
九

日
東
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

大 

久 

保 

八 

城

大
阪
府
大
阪
市
西
区
北
堀
江

一
─
二
二
─
一
四

電　

話 

〇
六（
六
五
四
一
）九
三
三
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
五
四
一
）三
五
八
八

三
幸
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

武 

田 

有 

広

大
阪
府
東
大
阪
市
楠
根
二
─
六
─
三

電　

話 

〇
六（
六
七
四
八
）二
三
六
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
七
四
六
）〇
四
〇
〇

是
松
鋼
商
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

是 

松 

一 

郎

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
万
代
東

一
─
一
─
四
〇

電　

話 

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
六
九
一
）一
一
二
七

株
式
会
社
井
上
博
商
店

代
表
取
締
役
社
長  

井 

上 

歩 

美

大
阪
府
大
阪
市
北
区
天
満
二
─
一
二
─
八

電　

話 

〇
六（
六
三
五
三
）〇
九
四
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
五
三
）九
四
四
九

松
本
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

松 

本 

勝 

俊

三
重
県
伊
勢
市
佐
八
町
八
九
四

電　

話 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
九
六（
三
九
）一
一
三
六

株
式
会
社
Ｎネ

ピ

ユ

ー

・
Ｐ・
Ｗ
技
研

代
表
取
締
役
社
長  

山 

本 

将 

之

株
式
会
社

セ
ゾ
ン
保
険
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役
社
長  

富 

岡 

勝 

巳

東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
四
─
二
一
─
一

ア
ウ
ル
タ
ワ
ー
四
階

電　

話 

〇
三（
三
九
八
八
）一
五
二
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
九
八
五
）八
二
三
七

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
二
─
一
─
一

電　

話 

〇
三（
三
八
一
八
）五
二
〇
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
八
一
三
）八
一
五
〇

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

吉 

村 

俊 

哉

東
京
都
葛
飾
区
東
新
小
岩
五
─
一
七
─
二

電　

話 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
三
六
九
一
）六
一
七
九

大
貫
金
属
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

大 

貫 

雄 

一

株
式
会
社

愛
罐
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役  

桒 

田 

敬 

士

東
京
都
渋
谷
区
本
町
二
─
三
九
─
一
四

電　

話 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三（
五
三
〇
四
）五
五
一
六

愛
知
県
津
島
市
神
守
町
字
中
ノ
折七二

─
一

電　

話 

〇
五
六
七（
二
八
）五
一
六
六

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
五
六
七（
二
四
）四
三
三
七

興
和
錻
力
印
刷
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長  

池 

田 

利 

恵 

子 

大
阪
府
摂
津
市
別
府
二
─
三
一
─
一
八

電　

話 

〇
六（
六
三
四
九
）一
六
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
六（
六
三
四
九
）七
二
二
八

西
部
容
器
株
式
会
社

代
表
取
締
役  

川 

島 

大 

吾
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年　月 生　産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

経 

済 

産 

業 

省 

デ 

ー 

タ

元.12 5,264 5,292 2 7,714

（5,341） （5,267） （33） （7,697）

2.　1 5,175 4,814 63 8,003

（4,838） （4,285） （42） （8,192）

2 4,898 4,540 50 8,268

（4,910） （4,474） （46） （8,570）

3 4,689 4,587 51 8,261

（5,365） （5,339） （11） （8,592）

4 4,344 4,002 14 8,579

（5,359） （5,780） （32） （8,144）

5 3,389 3,317 9 8,653

（4,818） （5,078） （9） （7,880）

（　　　）内は前年同月実績
経済産業省データは生産動態統計鉄鋼月報より転載
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年　月 生　産
出　　　　荷

在　庫
販　売 その他

連 
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会 
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タ

元.12 3,835 4,086 6,767

（3,700） （3,869） （6,147）

2.　1 3,318 3,117 6,773

（2,984） （2,893） （6,226）

2 3,254 3,116 6,881

（3,228） （3,146） （6,245）

3 3,042 2,907 6,961

（3,485） （3,323） （6,404）

4 2,927 2,648 7,123

（3,381） （3,303） （6,457）

5 2,256 2,167 7,209

（3,256） （3,080） （6,721）

令和元年12月から令和2年5月までの一般缶生産出荷実績表　
 （単位：t）

一般缶連合会ニュース／第133号（令和2年7月30日）8


